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モルタルの練り混ぜはペースト専用ミキサ (光洋機械 シリカフユームを混入したモルタルの拡散係数は,水

産業製)を用いて行い,10×10×40 cmの鋼製型枠に打設   結 合材比 35%,40%と も同じ傾向を示し,混入率
10%の

した。翌日脱型後ポリマ
ーセメントモルタルは材令 7日

まで湿布養生をした後,他 のモルタルは脱型後直ちに,

それぞれ20°Cの 水中で材令 28日まで養生した。これら

の角柱体はコンクリートカッタ
ーを用いて約 lcm厚 に

(飽水状態を100%と する)が 80%,60%(お よび
一部配

合では50%)に なるまで乾燥して含水状態の試験体とし

た。また乾燥状態 (含水率 0%)の 試験体は,一 定重量と

なるまで 105°Cで 炉乾燥して調製した。含水率調整完了

後は測定面を除いて全面をシリコ
ーンゴムでシールし,

塩化ビニリデン系のフィルムとポリエチレン製の袋で包

んで試験時まで保存した。

拡散係数の測定は,試 験装置を恒温室内に設置し,既

報
1)の
方法で瀬I定した。

3.測  定  結  果

3.1 各 種モルタルの拡散係数の比較

含水率が 60%の 場合の測定結果を表 1お よび図
―

1(a)～ (C)に 示した。

高炉水砕スラグ微粉末を混入したモルタルの拡散係数

は,水 結合材比 35%,60%と もかなり小さくなつた。
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oW/(C tt S)=35%

△W/(C+S)=60%

o      30      60

S/(C tt S)(%)

●)高 lF水砕スラグを
混入したモルタル

配合で拡散係数は最小値となり,さ らに混入率を増加す

ると拡散係数は大きくなった。水結合材比 35%の配合

は,高 性能減水剤をかなり多量に使用しても流動性が悪

く,使用性を考えて水結合材比 40%の配合に対しても試

で,流 動性の影響はそれほどないものと考えられる。た

だしとくに混入率 30%の 配合は,水結合材比 35%,40%

ともモルタルの粘性が非常に大きく,流 動性がほとんど

ない状態で,型 枠内への充填が難しくなり,硬 化後切断

した試験体に数mm径 の気泡が認められたが,こ のこと

も拡散係数が大きくなった
一因であると考えられる。ま

た,流動性を改善するために水結合材比を40%と した配

合では,拡散係数が最も小さくなった混入率 10%の モル

タルでもその値は0679X10 4cm2/sで ぁり,水 結合材

比 35%の シリカフューム無混入の場合 (DN=0557×

10 4cm2/s)ょ り拡散係数は大きくなった。

ポリマーセメントモルタルでは,ポ リマーの混入率が

増加するとともに拡散係数は急激に減少し,無 混入の配

合と比較して 1/10以下の値を示した。この傾向は,ア ク

リル系のモルタル,SBR系 のモルタルともほぼ同じであ

り,ま た混入率 15%以 上ではほぼ
一定値を示した。

×104

1.5

切断した後,20°C,50%R.H.の 恒温恒湿室内で含水率   験 を行つたが,両 配合ともほぼ同じ傾向を示し
ているの

S F / ( C + S F ) ( % )          P S / ( C■ P S ) ( 9ろ)

(b)シリカフュームを混入した  (c)ポ リマ
ーセメントモルタル

モルタル

図 1  各 種モルタルの拡散係数 (含水率 60%)
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図 2はプレーンセメントモルタルの拡散係数を1と   場 合にはモルタル中の孔隙がほぼ水分で閉塞されている

して,各 モルタルの拡散係数を比較したものである。高   た め,モルタルの種類に関係なく拡散係数は10 5cm2/s

炉水砕スラグ微粉末やシリカフュームの混入は,配 合を   以 下の非常に小さな値を示しているが,含 水率の減少と

適切に選択すれば拡散係数を1/2～1/3程度まで減少し   と もに次第に大きくなっている。

うることを示している。これまで,シ リカフュームの混 特に含水率の影響を受けているのは,プ レーンセメン

入は透水性の改善等に対して大きな効果があるといわれ   ト モルタルとSBR系 のポリマーセメントモルタルであ

ているが,気 体の拡散性に対してはそれほど大きな効果   り ,乾燥状態でプレーンセメントモルタルは含水率80%

は期待できず,ま た配合の選定も難しいようである。 の状態の約 100倍 ,SBR系 のポリマーセメントモルタル
一方,ポ リマーディスパージョンの混入は,ポ リマー   で は約 200倍となった。ただし,SBR系 のモルタルの場
の種類にかかわらず拡散係数を大幅に減少している。特   合 には,含 水率が約50%までは10 5cm2/s以下の小さ

にポリマーの混入率が 15%以上の配合では無混入のモ   な 拡散係数を示しており,乾 燥状態で急激に大きくなる
ルタルの1/12～1/16の値であり,ポリマーの混入が拡散   の は,乾燥状態を得るために実施した105°C炉 乾燥の影

係数を減少する効果は顕著であると言える。

3.2 含 水率の影響

コンクリートの拡散係数と含水率の関係については,

響も考えられるので,今後さらに検討する必要がある。

アクリル系のポリマーセメントモルタルの拡散係数

は,含水率80%,60%の状態ではSBR系 のモルタルとほ

すでに1例を報告"し,含 水率が拡散係数に与える影響   ぼ 同程度であるが,乾燥状態でも含水率 80%の状態の約
が大きいことを示したが,モ ルタルの拡散係数にも含水   37倍 となるにすぎない。すなわちアクリル系のポリマー

率は大きな影響を与える。図 3は各種のモルタルについ   セ メントモルタルの拡散係数は,含 水率の影響を受けに

て,そ の代表的な配合について,含 水率と拡散係数の関   く いことがわかる。

係を示したものであるが,含水率が80%と 比較的大きな 高炉水砕スラグ微粉末やシリカフュームを混入したモ

ブレーンセメントモルタル(W/C=35%)に 対する拡散係数の比
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フレーンセメントモルタル
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高lP水砕スラグを混入したモルタル
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図 2  プ レーンセメントモルタル (W/C=35%)に 対する各種モルタルの拡散係数
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含 水 率 ( % )

図 3 含水率と拡散係数の関係
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ルタルは,プ レーンセメントモルタルとアクリル系のポ

リマーセメントモルタルのほぼ中間的な特性を示した。

4 ま   と   め

高炉水砕スラグ微粉末やシリカフュ
ームなどの混和材

やポリマーディスパージヨンを混入した各種のモルタル

の酸素の拡散係数を測定した。その結果,上 記の混和材

は,配合を適切に選択すれば拡散係数を1/2～1/3程度に

は小さくすることが可能であり,ま たポリマ
ーディスパ

ージョンの混入は拡散係数を1/12～1/16程度に小さく

することができることが明らかとなった。

また試験体の含水率は拡散係数に非常に大きな影響を

与えるが,ア クリル系のエマルジョンを用いたポリマ
ー

セメントモルタルは比較的その影響を受けないことも明

らかとなった。 (1986年 1月 23日 受理)
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